
 
２０１７年１０月１３日〈金〉第２例会  第２７３０回 

例会場：益田商工会議所２階会議室  事務局 TEL23-3392 FAX23-4069 
夜間例会「岩本会員歓迎会」〈トラットリア･スタジオーネ〉 

～～～～プログラム～～～～ 
◎開会の言葉              １８：３０               田上幹事 
◎点鐘                                     青木会長 
◎ロータリーソング・・・本日は割愛します。 
◎ゲストスピーカー＆ビジター紹介                        青木会長 
◎食事案内《トラットリア･スタジオーネ》                    松本ＳＡＡ 
★ＭＹ箸をご利用の方は｢ＭＹ箸ＢＯＸ｣に割り箸をお返し下さい。次週ＭＹ箸率を発表します★ 

前例会(１０月６日)ＭＹ箸率報告……１６名うち４膳返却で２５％でした。 

◎会長挨拶                                   青木会長 
 
◎スマイル報告                                松本ＳＡＡ 
 
◎幹事報告                                   田上幹事 
１．第５回〈１０月〉理事会報告 

 ①１１月例会予定について（予定表添付）  ②松本ＰＧ国際大会ＳＡＡご出席お餞別につい

て…１万円  ③植樹プロジェクトについて  ④2016-17 年度決算の進捗状況について  

⑤その他 

２．次週２０日(金)移動例会｢グラントワ｣です。開会時間までに直接｢グラントワ｣講義室へお越

しください。 

３．明誠高校ＩＡＣより：１７日(火)１６:１５～益田小学校プールＥＭ菌投入、吉田南小学校

分ＥＭ菌作製します。 

４．その他 
 
◎委員会報告                            クラブ管理運営委員会 

総 員 出 席 欠 席 長 欠 Ｍ Ｕ 出席率 
１９名 名  名 名 名 ％  

 

◎閉会点鐘               １８：５０               青木会長 

 

★☆★ 岩本会員歓迎懇親会 ★☆★ 
 

 

ＭＵ 10/6（理事会）青木正美会員、市原会員、田上会員、村木会員、松本会員、増野会員、 

岩本会員、右田会員、佐々井会員、矢冨会員 

創立Ｓ３６年 1 月２４日 THE ROTARYCLUB OF MASUDA 承認Ｓ３６年３月１６日 

会長 青木正美 副会長 市原 浩 幹事 田上尚志 副幹事 村木 繁 会計 岩本 誠 ＳＡＡ 松本結衣 



 

 

米山月間にちなんで 米山奨学生訪問 

◎ゲストスピーカー＆ビジター 
 《米山奨学生》 
   島根県立大学大学院 北東アジア超域専攻 博士３年 
     金 龍（きん りゅう）君 〔中国〕世話クラブ／益田西ＲＣ 

島根県立大学大学院 北東アジア専攻 修士２年 
     李 暁莉（り ぎょうり）さん 〔中国〕世話クラブ／浜田ＲＣ 

島根県立大学大学院 地域開発政策専攻 修士２年 
 楊 文菊（よう ぶんきく）さん 〔中国〕世話クラブ／江津ＲＣ 

《米山カウンセラー》 
   浜田ロータリークラブ  髙橋 功一(たかはし こういち)様 【穀物販売】 

益田西ロータリークラブ  佐々木 真孝（ささき しんこう） 様 【事務用機器販売】 
◎慶祝報告  お誕生祝：村木会員、岡田会員   ご結婚祝：櫨山会員、右田会員、市原会員、広兼会員 
◎会長挨拶 

最近のニュースは選挙一色といった感がありますが、先月は惣菜店での食中毒や学校給食の異物混入、と

いった話題がありました。 

私の会社も美都学校給食共同調理場の調理業務を益田市から委託されて事業を行っています。地産地消と

いうことも大きなテーマで、地元の野菜生産者の方で給食部会を組織し、毎月会議をしながらなるべく地

元産の野菜を使う取り組みをしています。先日の会議で、干し大根を作って給食に使おう、という話にな

りましたが、藁のむしろで干すと美味しいのだが、藁が入ると異物混入事故になるのでＮＧとのこと、農

家の感覚では「藁ぐらい」ですが、給食現場では厳しいです。先日も、スープに枯葉のようなものが入っ

ていた、という失敗がありました。原因は地元産の干しシイタケに入っていたようで、「椎茸と一緒に乾

燥させた葉っぱなら、お茶の葉も同じようなもの」とも考えられますが、給食現場ではあってはならない

異物混入事案なのです。 

一方で、その日の献立では地元農家の方が苦労して皮をむいて納品していただいた栗を使った栗ご飯があ

り、本当に美味しく好評で、会議でその話題になると、農家の方も喜んでおられました。これからも、地

産地消と子供たちの健康を守る取り組みを進めていきたいと思います。 

◎幹事報告 
１．本日例会終了後、第５回〈１０月〉理事会を行います。 

２．次週１３日(金)夜間例会「岩本会員歓迎会」 

時間／１８:００～ 岩本会員、青木会員オリエンテーション（ロータリー情報小委員会） 

１８:３０～ 例会・懇親会 

    場所／トラットリア･スタジオーネ 

    会費／５，０００円 

３．２０日(金)移動例会｢グラントワ｣、企画展｢石見の戦国武将｣鑑賞。  ※出席確認回覧 

４．配付物･･･『ロータリーの友』１０月号、ガバナー月信Vol.４、ロータリー米山記念奨学事業豆辞典

2017-18年度版、地区大会記念品（登録会員へ） 

５．その他 

◎委員会報告                            クラブ管理運営委員会 

総 員 出 席 欠 席 長 欠 Ｍ Ｕ 出席率 

１９名 １６名 ０名 １名 ２名 ９４．７４％ 

 

◎ゲストスピーチ 

「米山奨学生紹介」      髙橋カウンセラー（浜田ＲＣ）、佐々木カウンセラー（益田西ＲＣ） 

「自己紹介・米山奨学生半年を過ぎて」      金 龍くん（益田西ロータリークラブ） 

                        李 暁莉さん（浜田ロータリークラブ） 

                        楊 文菊さん（江津ロータリークラブ） 

◎スマイル報告 
＊本日は米山奨学生がお世話になります。……浜田ロータリークラブ 

＊いつもお世話になります。本日は米山カウンセラーとして出席させて頂きます。宜しくお願い致します。

……佐々木真孝様（益田西ロータリークラブ） 

益田ロータリークラブ 前例会記録 <１０月６日> 



＊米山カウンセラー 髙橋功一様、佐々木真孝様、米山奨学生 金龍くん、李暁莉さん、楊文菊さん よう

こそ益田ロータリークラブへ。６０才の誕生日 ありがとうございます。……村木会員 

＊誕生祝ありがとうございます。……岡田会員 

＊①米山奨学生の皆様 ようこそ。米山カウンセラー 髙橋様、佐々木様 ご苦労様です。一年間よろしく

お願いします。②結婚祝ありがとうございます。……右田会員（多額） 

＊①米山カウンセラー髙橋様、佐々木様、又 金くん、李さん、楊さん ようこそ。②本日は結婚祝ありが

とうございました。……市原会員 

＊結婚祝ありがとうございます。今週末の３連休を利用して家族旅行に行ってきます。……広兼会員 

＊米山奨学生の皆様、カウンセラーの皆様、本日はようこそ益田ＲＣへ。スピーチ楽しみにしています。

……青木正美会員 

＊髙橋様、佐々木様、金龍様、李暁莉様、楊文菊様 ようこそいらっしゃいました。石見の戦国武将展 動

画アップしましたので皆様ご覧下さい。……田上会員 

＊①浜田ロータリークラブ 髙橋様、益田西ロータリークラブ 佐々木様、米山奨学生のみなさま、本日は

よろしくお願いします。②去る９月２４日(日)、大阪梅田で開催された“しまねＵＩターンフェア”に

参加してきました。島根の色んな可能性を感じました。……松本会員 

＊本日はたくさんのお客様 ようこそ。雨の中 大変でしたでしょう。……佐々井会員 

＊①髙橋様、米山奨学生の方 ようこそ。益田西クラブの佐々木様 ようこそ。②交通違反で、駐車禁止で

す。会員の増野さん宅前です。※増野さんが5,000円くれました。コーヒーが出たばっかりに長居をし

てしまった。※……矢冨会員（多額） 

＊米山カウンセラー浜田ＲＣ 髙橋様、益田西ＲＣ 佐々木様、米山奨学生 金君、李さん、楊さん、よう

こそ益田ＲＣ例会へ。……高橋会員 

＊浜田ロータリー髙橋様、益田西ロータリー佐々木様、米山学生 金くん、李さん、楊さん ようこそ益田

ロータリーへ。……永島会員 

＊米山奨学生、米山カウンセラーの皆様、ようこそ益田クラブへ。……増野会員 

＊米山カウンセラー 髙橋功一様、佐々木真孝様、米山奨学生 金龍様、李暁莉様、楊文菊様 ようこそい

らっしゃいました。有難うございます。……青木久仁子会員 

＊米山奨学生、カウンセラーの皆様、本日はありがとうございます。……岩本会員 

                                                    

 

テーマ：「自己紹介と米山学生半年を過ぎて」        2017年10月6日(金) 

金 龍（益田西ロータリークラブ） 

１． 自己紹介 

２． 故郷の近況についてのはなし 

３． 研究についてのはなし 

４． 米山奨学生生活を半年過ごして 

 

１． 自己紹介 

皆さま、こんにちは。金龍と申します。まず、自己紹介をさせてください。私は中国の東北地方、延辺朝

鮮族自治州というところの小さい町で生まれました。両親は両方とも日本語ができます。子供の時は、日本

の歴史話、および日本のアニメを見るのが好きでした。いつも、アニメの主人公の名前とかを聞いて日本語

ではどう読むのかを両親に聞いた記憶があります。その時に、ぜひ日本に一度行ってみたいと思いました。

また、大学では日本語を専攻に選び、中国の日系企業に勤めることを目標としたのですが、四年生の時の実

習で自分の日本語の弱さについて実感しました。それが、日本に来る第一のきっかけとなりました。 

 

２． 故郷の近況についてのはなし 

 以上で、私の簡単な自己紹介ですが、皆さまは先月の９月３日に北朝鮮で行った核実験についてご存知で

すか。北朝鮮北東部の豊渓里の核実験場付近で、マグニチュード5.6の（中国では6.3級の説もある）人工

的な揺れがありました。豊渓里は日本海から約４０キロ内陸に位置しているところです。また、核実験によ

る揺れが、豊渓里から北約１７０キロにある中国吉林省延辺朝鮮族自治州まで届いて、当時実家にいた私も

その揺れを実感することができました。 

 中国側では、９月の中旬から放射能の影響や対朝鮮貿易による公式的なニュースが出ていなませんが、地

元の貿易会社の取締役を担当する友人（芸術品の販売や検定）に聞いた「内緒」では、三つのことが分かり

ました。 



その一：９月３日にあった海産物貿易に対する禁止に次いで、中朝合資の紡織企業、北朝鮮レストラン、ホ

テルなどに従事する北朝鮮国籍の労働者および代表者の強制帰還。 

その二：北朝鮮での取引、投資の禁止。すでに北朝鮮で在住し、仕事している中国人は１２０日以内に強制

帰国措置を行うべき。 

その三：芸術、文化に対す中朝の交流は禁止していない。 

 現在、私の一番心配しているところは、核実験による放射能汚染が故郷まで届いているかどうか、それに、

北朝鮮側の挑発で、中国、韓国、日本にもその悪影響が届き、お互いの関係が悪くなることです。 

 

３． 研究についてのはなし 

＊ 現在中国、韓国、日本三ヵ国の歴史認識の相違、時にだけに中心を向いている。しかしそれだけではな

い。 

今研究しているのは、近代の中国知識人、政治家であった梁啓超が開化期（1876-1910）の朝鮮知識人に

対する影響です。 

当時の状況に対する背景知識と、また何でこれについてやっているのであるかについて話をしたいと思い

ます。 

 梁啓超（1873－1929）は清末民初の政治家、ジャーナリスト、歴史学者であります。梁は朝鮮の開化期に

書いた朝鮮に対する文章は主に彼が日本に亡命してから書いたものですが、当時の亡国危機に陥った朝鮮の

現実に対する同情、また朝鮮の国民性を論じ、国民国家を作るための方策の議論がメインでした。また、彼

が当時開化期の朝鮮の知識人に大きな影響があったと先行研究で判明しました。私がこれから明らかにした

い部分は、朝鮮の開化期に直接影響をもたらした外国の知識人の中の梁啓超の位置、そして、朝鮮の開化期

に、日本と中国がそれぞれ朝鮮にどういう役割を果たしていたか、その中での梁啓超の対朝鮮論調の意義を

捉えたいと思います。それに、近代の日本がもたらした戦争以外に、いろいろな領域で北東アジアの国々に

協力した面も見せたいと思います。 

 

４．米山奨学生生活を半年過ごして 

＊ いろいろ業種のリーダーと会えることになって、視野が広がった。 

浜田では、髙橋功一さんの会社「ほんきむら」を見学することができました。その時に、日本の精米技術、

お米にランキングをつけることなど、いろいろ聞いて、日本の仕事に対する厳しさに驚きました。（髙橋さ

んかっこよかった） 

そして、益田西クラブの夜間例会に参加したことがありました。夜６時半に始める予定だったのが、一時

間三十分ぐらい早く着いてしまいました。その時に、僕のカウンセラーの佐々木さんの会社に連れて行って

もらって、貴重なペンをいただき、奥様と従業員さんと楽しく話せることができました。益田の方でも、す

ごく留学生のことについて、関心をもっていることが分かりました。と同時に、自分もその期待に応じて頑

張りたいと思います。 

また、９月にあった例会では、２０分のスピーチを行いました。そのテーマは「国際事件に対する、日本

と中国のメディア報道の立場、および考え方の相違」だったのが、「自分の実感した中国の変化」にテーマ

を変えることになりました。その理由は、そのテーマを準備することによって、初めて自分の発言の慎重さ

について感じたからです。日中それぞれのメディア報道や考え方の相違を考える前に、まず、何が日中の公

式的な報道といわれるのか、また、それぞれどういう立場を選ぶのかは、なかなか決められませんでした。

自分の選択に、間違えがあって、聞いている皆様に誤解を生じさせないためでもありまして、なかなか作業

が進めなかったのです。なので、今度はしっかり時間をいただいて準備をしてから、改めて発表したいと思

います。 

以上です、ご清聴ありがとうございました。 （原文まま） 

                                                    

 

「ロータリークラブから勉強になったこと」 

            李 暁莉（浜田ロータリークラブ） 

 皆さん、はじめまして、私は李暁莉と申します。出身は中国の福建省です。とっても熱くて、夏は４０度

まで上がるんですが、冬も全然雪がないです。なので、日本に来て初めて雪を見ながらはしゃいていました。

さて、今日のスピーチは自分の研究を少し紹介し、そしてこの半年間ロータリークラブから学んだことにつ

いてお話ししたいと思います。 

 私は１９３０年代発生した事件について中日政府と交渉のずれと中日メディア報道のずれについて研究

しています。戦前はこういうような事件がいろいろはっせいして、日中間のずれがだんだん大きくなって最



後は戦争悲しいことになったので、歴史を沿って、どうしてこんなことになったのがを究明し、これからに

中日間はどうすればもっといい関係になれるのかに対して、何かに貢献ができたらと思っています。 

 一つは仕事についてです。ロータリークラブでは色々が職種な方々がいて、いつも自分の仕事がどうやっ

て社会に貢献できるかをずっと考えている素晴らしい方々です。仕事はお金だけではないと気づきました。

たぶん若い時お金がほしい、あれこれ買いたいから仕事をする人が多いと思います。これが悪いわけではな

いし、普通な考えではあります。ロータリーの方々と話して、ロータリークラブの精神を知って、私は仕事

について考え直しました。自分が一生つく仕事なので、だからお金だけではなく、自分のやりたいこと、こ

の仕事のやりがい、自分の人生の生き甲斐にもっと重点を置いた方が、老後の時の後悔も少なくなると思い

ます。じぶんの仕事について、お給料以外にも自慢できることがある。この世界はいろいろな仕事があって

こそ回れます。よい良くないという分別がありません。この社会中の人々の役が立てれば、いい仕事だと思

います。私は来年から社会人になっても自分のやっている仕事はこの社会に対して、何かの貢献ができてい

るかどうかをずっと考えながら、周りの人にとって頼りになれる存在になりたいと思います。 

 二つ目は家族についてです。前内にカウンセラーの髙橋さん夫婦と髙橋さんのお母さんと食事をしました。

おばあさんは９０歳の高齢ですが、とても元気です。髙橋さん夫婦はおばあちゃんにとても優しくて、おば

あちゃんはそんなに食べれないけど食事も連れて行って、特別の料理を頼んであげて、私はこれをみってと

ても感動しました。内の母がおばあちゃんみたいの年になっても、そうしてあげたいと思いました。 

 三つ目はつながりについてです。みんなは普通自分の職場先輩後輩、家族息子親、こういう縦のつながり

に目を向いています。しかし、ロータリーの方々その縦のつながりではなく、自分の職種が違う人ないし国

籍が違う留学生たちと横のつながりを作ろうとしています。自分の周りだけではなく、自分と職種が違う

人々と交流し、新しい考え方新しい発想もあるかもしれない。これがロータリークラブのとても素晴らしい

ところだと思っています。私も仕事し始めても、自分の周りだけではなく、ほかの職種ほかの国と人と色々

な交流をし、自分の視野を広げようとしていきたい。 

 以上は私のこの半年間、ロータリークラブから勉強になったことです。ご清聴ありがとうございました。 

（原文まま） 

                                                    

 

２０１７年１０月６日 （スピーチ ヨウ ブンキク） 

      楊 文菊（江津ロータリークラブ） 

 皆さま、こんにちは。私は楊文菊と申します。今江津ロータリークラブにお世話になっております。今年

は修士課程二年生で、来年に卒業する予定です。卒業して後は日本に就職することも決まりました。出身は

中国の寧夏回族自治区というところです。日本に来て、もう三年間になりました。この三年間でいろいろ体

験でき、いい勉強になると思っています。 

 それから、研究内容に関しては少し話したいと思います。現在研究しているのは日中間の友好都市交流に

おける経済交流を展開する新たなあり方についての内容です。日中間の友好都市提携は１９７３年から現在

まで３０年を経ち、文化交流や行政交流などの様々な分野で交流事業を展開されています。しかし、そのう

ち、経済交流を期待する自治体はかならずしも期待通りに実現されてはいないと思われています。そして研

究の中には、日本の対象自治体、地域にインタビュー調査等を通して、日中間の友好都市交流における経済

交流の実態を明らかにしました。今の段階では山口県と山東省との経済交流を一つの事例として具体的な内

容を明確にするところです。 

  

 

２０１７－２０１８年度 
ROTARY:MAKING A DIFFERENCE 

ロータリー：変化をもたらす 
１１月例会予定表    益田ロータリークラブ 

ロータリー財団月間 

例会日 主   題 スピーカー 



 

 

３ 

(金) 

 

 

 

文化の日 

 

 

 

１０ 

(金) 

 

 

 

慶祝報告 

ゲストスピーチ 

 

 

第６回理事会 

 

 

公益社団法人益田青年会議所 理事長 

 椋木 洋介（むくのき ようすけ）様 

  

 

１７ 

(金) 

 

 

 

会員スピーチ 

 

岡田会員 

 

 

 

２４ 

（金） 

 

 

 

益田ＲＣ･益田西ＲＣ合同例会 

「あんじょう」（ホスト:益田ＲＣ） 

１８:３０～ 会費/３，０００円 

ゲストスピーチ 

 

明誠高等学校 常勤講師 

野球部コーチ 

 小川 龍馬（おがわ りょうま）様 

 

 

 

 

 

 

  

 

１４日(火)１６:１５～吉田小学校プールＥＭ菌投入、高津小学校分ＥＭ菌作製 

 

 

 

 


